

































































































































































L = L0 + α　　　　（3）
と求めさせた。ただし、殆どの参加者は工業系
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の高校の生徒であったので、全員がノギスの使
い方を知っていた。振り子を小さな振幅で振ら
せ、10往復する時間をストップウォッチで測
定させた。測定から得られた時間を10で割っ
て、それを周期Tとした。
得られたTとLを式（2）に代入してgを求め
させると、2つの班はgの値9.8m/s2に近い値が
得られたが、残りの1つの班は9.6m/s2とgの値
から大きくかけ離れた値が得られた。9.8m/s2
から大きくかけ離れた値が得られた班は、恐ら
く10周期の測定を誤ったものと考えられる。
しかし、参加者は実験にまじめに取り組み、得
られた値に関係なく満足していたようであっ
た。
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表 -1にアンケートの設問と設問に対する回
答者数を示す。参加者は機械工学科の入学予定
者なので、基礎物理を履修しておくことが望ま
しいので、設問1では物理基礎の履修について
訊ねた。また、以前のスクーリングでは、物理
トレーニングノートの事前学習を前提として演
習を行っていたので、設問2では物理トレーニ
ングノートの事前学習について訊ねた。設問3
ではスクーリングの印象、設問4では配布資料
について、設問5では講師の説明、設問6では
実験の理解度、設問7では実験への積極的参加
について訊ねた。また、設問3～7の回答に対
しては、結果集計を考慮して、5件法を用いた。
ただし、5件法では、「そう思う」と回答した
場合を5点、「どちらかといえばそう思う」と
回答した場合を4点、「どちらとも言えない」
と回答した場合を3点、「あまりそう思わない」
と回答した場合を2点、「そうは思わない」と
回答した場合を1点とするので、得点が高い程
設問に対して肯定的になる。
設問1で物理基礎を履修したと回答した参加
者が19名（86％）で、殆どの参加者が物理基
礎を履修していることが分かる。次に、物理ト
レーニングノートの事前学習についての設問2
に対しては、「全て解いた」が3名（14％）、「半
分程度解いた」が8名（36％）、「全く解いてい
ない」が半数の11名（50％）という予想外の
結果が得られた。模擬授業だけでは基礎学力の
向上は望めないので、参加者が主体的に物理ト
レーニングノートを学習するようになるプログ
ラムを、模擬授業とは別にして設定する必要が
ある。
図 -4に設問3～7の平均点を示す。設問3～6
に対しては、平均点が4.4以上で、この結果は
設問3～6に対して極めて肯定的であることを
示している。したがって、スクーリングは有意
義、配布資料は適切、講師の説明は適切であり、
また実験内容も理解できたということである。
ただし、設問7のグループワークへの積極的な
参加に対しては、平均が3.7で、他の設問より
否定的になっている。表 -1から分かるように、
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設問3～6ではほとんどいなかった「あまりそ
う思わない」、「そうは思わない」が、設問7で
はそれぞれ2名（9％）、3名（14％）になって
いる。したがって、グループワークを苦手とす
る参加者が5名程度おり、それが平均点を下げ
ている原因となっている。
最後に、自由記述欄に今回のスクーリングに
対する感想を記した参加者がいたのでそれを紹
介する。多くの参加者は今回の実験は有意義で
あったと回答している。また、今回の実験は参
加者主体でグループワークとして行わせたの
で、それを通して他の参加者と親しくなれたと
いう意見や高校で物理実験をしていないので、
実験は良い経験になったなどの意見もあった。
以上のことから、今回の試みは、大学の授業に
対して好印象を与えていることを含めて、概ね
成功といえる。ただし、先輩と交流する時間を
もう少し長くとって欲しいと記した参加者もい
た。
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大学で学ぶ物理学の模擬体験として、物理ト
レーニングノートによる演習を機械工学科の早
期合格者に対して入学前スクーリングで実施し
てきたが、このような演習は入学前教育の目的
を十分には果たしてないことが判明した。体験
型の入学前スクーリングが幾つかの大学で成功
していることを考慮して、本学の物理学のス
クーリングにも実験を導入することにした。実
験は高校生でも短時間に理解できることが必須
条件なので、今回は振り子の実験を行った。実
験はグループワークとして行わせたが、殆どの
参加者は積極的に実験に取り組み、与えられた
役割を果たしていた。
実験導入の効果を確認するために、スクーリ
ングの最後にアンケートを実施した。アンケー
トによると、殆どの参加者は実験を理解できた
ということであった。また、高校での物理学実
験の経験は皆無なので、今回のスクーリングは
有意義であったと回答した参加者もおり、多く
の参加者は大学の授業に対して好感を抱いた。
これらの結果から、身近な振り子と力学の加速
度をキーワードとした実験の導入は、成功であ
ると考えられる。
実験はグループワークで行わせたが、それを
通して他の参加者と親しくなったという者もい
た。大学での学業を成功させるには、まず大学
に来ることが重要である。そのための誘引とな
るのは、友達の存在であり、実験は友達作りの
場となったということである。
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2）例えば
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